
JAたじまは但馬地域を管内とする農業協同組合です。「たじまに生きる・たじまを活かす」をモット

ーに、農業発展と地域活性化に貢献するため多岐にわたる事業を展開しています。 
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令和 7 年 5 月 12 日 

たじま農業協同組合 

 

報道関係各位からのお問い合わせ先（取材に来ていただける場合は、必ずご連絡ください） 

JJエリアセンター但馬 担当：梅澤 

TEL：070-1504-9041 

 

 

外国人農家が日本の農業視察 

JA 特産品「朝倉さんしょ」の収穫を体験 

取材について 

日 時：令和 7年 5月 19日（月）14時 00分 ～ 15時 00分 

場 所：養父市八鹿町上小田 19-1 

内 容：参加者の収穫風景撮影・感想インタビュー、ツアーの担当者へ囲み取材等 

 

ツアーについて 

 農協観光のインバウンド専門部署である国際交流事業課が企画。欧米豪、アジア圏からの農業関係者を対

象とした農業視察を強みに事業を展開しています。今回のツアーでは、スイスからの農業従事者を中心とす

る団体 Schweizer Bauer（シュバイツアー・バウアー）から 18人が参加し、5月 10日から 5月 22日の間、

日本に滞在し、東京や京都での一般観光のほか、茨城県、山形県、福島県、長野県、千葉県での農業視察を

順に巡り、稲作や野菜、果樹、酪農など、幅広く学びます。 

 19日は「朝倉さんしょ」の収穫のほか、朝来市にある茶園の視察 

も行います。同日の視察先調整については、農泊ツアーの商品開発や 

援農につながる事業展開を目指す「JJエリアセンター但馬」が提案 

しました。 

 . 

 JA グループの旅行会社である株式会社農協観光が取り扱うスイスのツアー

団体は、5 月 19 日に但馬地域を訪れ、JA たじま特産品「朝倉さんしょ」の

収穫体験を行います。 

日本の農業を学びたい、熱心な農家さんが参加されています。 

ぜひご取材ください。 

 ※写真はイメージです。 


